
芸   術 

 

科  目  名 単 位 数 学  年 学    科 

美術Ⅰ  ２単位 １年（選択） 農・普科 

 

教 科 書 美術１（光村図書） 副 教 材 な    し 

 

科目の目標 
美術の幅広い創作活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重

ね、生活や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を育成する。 

☆ 年間指導計画と学習のポイント ☆  

 
学  習  項  目 

単元の評価の観点 

①知識・技能 ②思考・判断・表現 

１学期 

・文字とデザイン 

レタリング実習 

・マークやサインで伝える 

  色彩構成   

 
・文字の特徴や基本点画
を理解している。 

・形や色の効果や意図に
応じた用具の特性を理
解している。 

 
 
 
・デッサンの基礎を学び、
物を観る力が身に付い
ている。 

・混色の工夫や補色混合、
明暗法を学び、表現の技
能を身に付けている。 

 
・彫刻の特性を学び、
道具の使い方や表現
の技能を身に付けて
いる。 

 
・文字の特徴や基本点描
を学び、表現しようと
している。 

・情報を整理し、効果的
に伝える工夫などに
ついて考え、見方や感
じ方を深めている。 

 
・デッサンの基礎を身に
つけ表現しようとし
ている。 

・混色の工夫や補色混
合、明暗法を学び、表
現しようとしている。 

 
・身近な人から感じ取っ
た生命感を、立体感や
量感を意識して彫刻
で表そうとしている。 

２学期 

・ポスターのデザイン 

・身近なものを描く 

    自画像（鉛筆） 

・自己を表す 
  １５、１６歳の私 

３学期 
・生命感を表す 

  首ふり人形 

１ 課題制作が中心になります。休まず、粘り強く仕上げていきましょう。 

２ 作品の制作期限を守りましょう。 

３ 制作に必要な費用は年間４，０００円程度です。 
４ 制作活動を通して、様々な表現方法を学び、自己を表現する楽しさを味わいましょう。 

 

番号 評価の観点 評価規準 

① 知識・技能 
造形の要素の働きを理解し、材料の効果や用具の使い

方が身についている。  

② 思考・判断・表現 
 感じ取ったことや考えたことなどを基に主題を生成し
発想や構想を練り表現している。  

③ 
主体的に学習に取り組

む態度 

造形的な見方・考え方を働かせ、主体的に主題を生成し
追求しようとしている。  

定 期 考 査 実施しない 

評 価 方 法 

以下を総合的に評価する。 

①知識・技能（ワークシート、作品、提出物） 

②思考・判断・表現（ワークシート、作品、提出物） 

③主体的に学習に取り組む態度（ワークシート、作品、提出物、授業態度） 

 


